
「一年を振り返って」
　　　　　　　　歸山　肇 会長
　まずは五十嵐幹事、船越SAA、
各委員長、会員の皆様に大変な
一年になりましたが、なんとか
ここまで来ることができたことの
ご協力に御礼申し上げたいと思い
ます。ありがとうございました。
　思い出しますと、私と五十嵐

幹事で出席した、3月に行われたPETSはオンライン
でしたが、私の気持ちの中では、根拠はないものの
少しずつコロナ感染状況も改善の方向で、そんなに
悪い状況は長くは続かないだろうと思っていまし
た。「その予想がすぐに崩れてしまった」のは言うま
でもありませんが、その後クラブ例会を含めた予定
（運営）の変更や、当然、外部卓話の予定も組みにく
いこともあり幹事と頭を痛めましたし、石黒プログ
ラム委員長にも悩んでいただきました。
　まずは7月21日予定のガバナー訪問、このことも
「直接訪問ができない状況」も考えなければなり
ませんでしたし、結果として、直接訪問はできたの
ですが当然、状況的にその後の例会の休会も考え、
その為の理事会も開催していいものか、会員の皆様
の状況もそれぞれですので、休会でしたら期間はど
のくらいの間にしようか、こればっかりは予想です
から、最悪、会員の感染が広がったことを考えます
と、まずは例会では安全第一と考えたのは事実です。
他のクラブの状況も聞きながら、結果、5回例会を
休会するということになりました。今年度が始まっ
て約1か月しか経っていないときでした。
　そんなことで、五十嵐幹事が口癖のように「普通
の時の方がよっぽど楽なのに」と言っており、私も
その言葉に相槌を打ち「全くそうだね」と、よく
この話が打ち合わせ後の締めになったことでした。
　結果、9月29日のセレモニーだけを行うことに
なった短縮例会まで休会となり、「五十嵐さん、セレ
モニーだけでやるのはイメージできない」などと
言ったのを思い出されますし、それと同時に切ない
決断であったことも思い出されます。
　その間予定していた地区主要行事の地区大会、IM
も周年行事も軒並み延期の連絡があり、私の予定を
書いた手帳も中止・休止の横線で、今見ると状況が
思い出されないものも多いです。多分、昨年の5月
頃だったと思いますが、渡辺良一幹事から「来年度、
『コロナ感染』で大変ロータリーの運営が難しくな
ると思うよ」と言われたのを思い出しました。自分
の中では「そこまでは」と考えていたことが甘い判
断だったと反省したのは事実でしたが、本当にそう
なったなあと思い出すことが度々ありました。

　そんな中でしたが、対外的なことは別として、
会員の親睦のため納涼会もできなかったので、夜
例会をなんとか企画してという思いで、新入会員の
渋谷さんによる卓話を含め親睦委員会に実行して
いただきました。クリスマスパーティーも通常に
行えないということで、12月22日に忘年会として
行いましたし（名称はいいのですが）よく工夫して
楽しい会にしていただきました。
　2021年が終了して2022年は少しは良くなることと
思っていたのですが、なんとか滝沢市長卓話、兼古
商工会議所会頭卓話を行い、次からはWEB例会に
切り替え4回、通常の例会は行うことができなくな
りました。今年度2回目の実質上の例会休止をせざ
るを得なくなり、3月2日の短縮例会まで行うことが
できなくなりましたが、さすがに2回目の連続での
例会休止は、私と五十嵐幹事2人にとって前よりも
ショックが大きく、例会場で「これはうまくいかな
かった年度で名を遺すね」と話していたのを覚えて
います。
　そして、その後の地区大会は何回かの変更と参加
人数制限もあり、地区役員の野崎さんは別にして
三条RCとしては、私と五十嵐幹事のみの参加で、
率直に言えば例年とは違い寂しいもの足りないもの
になったのは事実でした。
　遅くなってしまいましたが新年会と2回休止した
職場例会は三度目の正直でやっと行うことができま
したが、親睦旅行は日程を考えますと諦めざるを
得ない結果になりました。
　今年度を振り返ってということなので、7月から
順を追って今回話すことを整理してみましたが、
とにかく、地区行事も含め、日程も内容（規模）も
変更に次ぐ変更で、先の予定が決められない中で
よく一年間やれたと思いますし、今の心境としてみ
れば、三条ロータリーの会員の皆様の協力あっての
ことで本日を迎えることができました。
　7月からの西山年度には、コロナ感染も今のとこ
ろは下火になっている様子ですので、状況をみなが
ら一日でも早く、例会のテーブルを以前の並び方に
して、できればマスクをはずして行えるよう願って
います。
　これは私の一年間では一度もできなかったこと
で、理事・役員会では、本日の並び方を「通常の例
会」と言った私に、理事の方より「この配置で行う
例会は通常例会ではない」と言われたのはよく覚え
ておりまして、もちろん、まったくと思います。
　以前の配置でも先輩会員となかなか会話ができな
かったことも思い出しますが、心に残っている良い
話もたくさんあります。慌てることはありませんが、
ロータリークラブでの例会はそのことも大きな魅力

が、例会場にお越しいただき講話をいただきました。
しかしながらこの時期よりデルタ株が猛威をふるい
直近の納涼例会は中止、そしてその後5回ほど例会
をお休み。さらにはセレモニーだけの例会も経験し
ました。その後、徐々に平時に戻りつつありました
ので通常例会さらには夜例会を開催し、やっと平時
の例会ができると思いましたが、年明けよりオミク
ロン株がまん延し再び4回ほど休会を余儀なくされ
ました。
　ただその後においては感染も徐々に収束気味にな
り本日の例会に至りました。
　予定されていたプログラムを消化できず変更ばか
りで大変なご苦労をおかけしたプログラム・職業
奉仕・社会奉仕・親睦の委員長はじめ委員の皆様に
お詫びを申し上げます。
　振り返ると様々な会員さんのところへ伺いまし
た、ご助言やご意見を伺うためです。私が当時親睦
委員長の際、今は亡き熊倉昌平さんの事務所を訪ね
たとき、先生はこう仰っていました。「五十嵐くん
先輩のところへ行き教えをこう、それは大事なこと
だからね」この数年来親睦活動ができずにおりまし
たので若手会員の皆さんもぜひ先輩方に声をかけて
お話を聞いて下さい。
　結びとなりますが、梨本次年度幹事、あなたの
バイタリティあふれた行動力やその情熱で西山年度
そして三条ロータリークラブを盛り立てていって
下さい。
　そして、船越SAA、SAAを引き受けてくれて
本当にありがとう。
　歸山会長、頼りない幹事を支えていただきありが
とうございます。

だと思います。
　もう間もなくできる状況を願って、話を終わり
ます。

　　　　　五十嵐博宣 幹事
　会員の皆様一年間本当にありが
とうございました。
　歴史ある三条ロータリークラブ
の幹事という大役が務まるか正直
不安でしたが、クラブの皆様方の
ご協力やご助言のおかげで一年間
務め上げることができました。

感謝申し上げます。
　幹事をお引き受けしたときより2.5年の間、様々な
事柄がありました
　大役を申し付けられ、お受けしたのもつかの間、
当時の会長予定者が諸事情により退任。そのことに
より歸山会長との二人三脚がはじまりました。
　さらにその後、SAA予定者が退会。急遽、歸山会
長と船越SAAのところにお願いにあがったのが思い
出されます。
　年度が始まる前のことですが感染症により家庭
会合は委員長だけ集まっていただいての開催、4ク
ラブ合同幹事会やPETS、地区協議会はオンライン
形式と、さまざまな場面において例年とは違う動き
を強いられました。
　新年度に入り直ぐガバナー補佐の事前訪問そして
次週にはガバナー公式訪問。感染症予防の観点から
オンラインによる公式訪問も打診されておりました
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　「会長幹事慰労会」を迎えて
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■本日の出席会員数：57名中45名
■先々週出席率：77.19％
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「一年を振り返って」
　　　　　　　　歸山　肇 会長
　まずは五十嵐幹事、船越SAA、
各委員長、会員の皆様に大変な
一年になりましたが、なんとか
ここまで来ることができたことの
ご協力に御礼申し上げたいと思い
ます。ありがとうございました。
　思い出しますと、私と五十嵐

幹事で出席した、3月に行われたPETSはオンライン
でしたが、私の気持ちの中では、根拠はないものの
少しずつコロナ感染状況も改善の方向で、そんなに
悪い状況は長くは続かないだろうと思っていまし
た。「その予想がすぐに崩れてしまった」のは言うま
でもありませんが、その後クラブ例会を含めた予定
（運営）の変更や、当然、外部卓話の予定も組みにく
いこともあり幹事と頭を痛めましたし、石黒プログ
ラム委員長にも悩んでいただきました。
　まずは7月21日予定のガバナー訪問、このことも
「直接訪問ができない状況」も考えなければなり
ませんでしたし、結果として、直接訪問はできたの
ですが当然、状況的にその後の例会の休会も考え、
その為の理事会も開催していいものか、会員の皆様
の状況もそれぞれですので、休会でしたら期間はど
のくらいの間にしようか、こればっかりは予想です
から、最悪、会員の感染が広がったことを考えます
と、まずは例会では安全第一と考えたのは事実です。
他のクラブの状況も聞きながら、結果、5回例会を
休会するということになりました。今年度が始まっ
て約1か月しか経っていないときでした。
　そんなことで、五十嵐幹事が口癖のように「普通
の時の方がよっぽど楽なのに」と言っており、私も
その言葉に相槌を打ち「全くそうだね」と、よく
この話が打ち合わせ後の締めになったことでした。
　結果、9月29日のセレモニーだけを行うことに
なった短縮例会まで休会となり、「五十嵐さん、セレ
モニーだけでやるのはイメージできない」などと
言ったのを思い出されますし、それと同時に切ない
決断であったことも思い出されます。
　その間予定していた地区主要行事の地区大会、IM
も周年行事も軒並み延期の連絡があり、私の予定を
書いた手帳も中止・休止の横線で、今見ると状況が
思い出されないものも多いです。多分、昨年の5月
頃だったと思いますが、渡辺良一幹事から「来年度、
『コロナ感染』で大変ロータリーの運営が難しくな
ると思うよ」と言われたのを思い出しました。自分
の中では「そこまでは」と考えていたことが甘い判
断だったと反省したのは事実でしたが、本当にそう
なったなあと思い出すことが度々ありました。

　そんな中でしたが、対外的なことは別として、
会員の親睦のため納涼会もできなかったので、夜
例会をなんとか企画してという思いで、新入会員の
渋谷さんによる卓話を含め親睦委員会に実行して
いただきました。クリスマスパーティーも通常に
行えないということで、12月22日に忘年会として
行いましたし（名称はいいのですが）よく工夫して
楽しい会にしていただきました。
　2021年が終了して2022年は少しは良くなることと
思っていたのですが、なんとか滝沢市長卓話、兼古
商工会議所会頭卓話を行い、次からはWEB例会に
切り替え4回、通常の例会は行うことができなくな
りました。今年度2回目の実質上の例会休止をせざ
るを得なくなり、3月2日の短縮例会まで行うことが
できなくなりましたが、さすがに2回目の連続での
例会休止は、私と五十嵐幹事2人にとって前よりも
ショックが大きく、例会場で「これはうまくいかな
かった年度で名を遺すね」と話していたのを覚えて
います。
　そして、その後の地区大会は何回かの変更と参加
人数制限もあり、地区役員の野崎さんは別にして
三条RCとしては、私と五十嵐幹事のみの参加で、
率直に言えば例年とは違い寂しいもの足りないもの
になったのは事実でした。
　遅くなってしまいましたが新年会と2回休止した
職場例会は三度目の正直でやっと行うことができま
したが、親睦旅行は日程を考えますと諦めざるを
得ない結果になりました。
　今年度を振り返ってということなので、7月から
順を追って今回話すことを整理してみましたが、
とにかく、地区行事も含め、日程も内容（規模）も
変更に次ぐ変更で、先の予定が決められない中で
よく一年間やれたと思いますし、今の心境としてみ
れば、三条ロータリーの会員の皆様の協力あっての
ことで本日を迎えることができました。
　7月からの西山年度には、コロナ感染も今のとこ
ろは下火になっている様子ですので、状況をみなが
ら一日でも早く、例会のテーブルを以前の並び方に
して、できればマスクをはずして行えるよう願って
います。
　これは私の一年間では一度もできなかったこと
で、理事・役員会では、本日の並び方を「通常の例
会」と言った私に、理事の方より「この配置で行う
例会は通常例会ではない」と言われたのはよく覚え
ておりまして、もちろん、まったくと思います。
　以前の配置でも先輩会員となかなか会話ができな
かったことも思い出しますが、心に残っている良い
話もたくさんあります。慌てることはありませんが、
ロータリークラブでの例会はそのことも大きな魅力

が、例会場にお越しいただき講話をいただきました。
しかしながらこの時期よりデルタ株が猛威をふるい
直近の納涼例会は中止、そしてその後5回ほど例会
をお休み。さらにはセレモニーだけの例会も経験し
ました。その後、徐々に平時に戻りつつありました
ので通常例会さらには夜例会を開催し、やっと平時
の例会ができると思いましたが、年明けよりオミク
ロン株がまん延し再び4回ほど休会を余儀なくされ
ました。
　ただその後においては感染も徐々に収束気味にな
り本日の例会に至りました。
　予定されていたプログラムを消化できず変更ばか
りで大変なご苦労をおかけしたプログラム・職業
奉仕・社会奉仕・親睦の委員長はじめ委員の皆様に
お詫びを申し上げます。
　振り返ると様々な会員さんのところへ伺いまし
た、ご助言やご意見を伺うためです。私が当時親睦
委員長の際、今は亡き熊倉昌平さんの事務所を訪ね
たとき、先生はこう仰っていました。「五十嵐くん
先輩のところへ行き教えをこう、それは大事なこと
だからね」この数年来親睦活動ができずにおりまし
たので若手会員の皆さんもぜひ先輩方に声をかけて
お話を聞いて下さい。
　結びとなりますが、梨本次年度幹事、あなたの
バイタリティあふれた行動力やその情熱で西山年度
そして三条ロータリークラブを盛り立てていって
下さい。
　そして、船越SAA、SAAを引き受けてくれて
本当にありがとう。
　歸山会長、頼りない幹事を支えていただきありが
とうございます。

だと思います。
　もう間もなくできる状況を願って、話を終わり
ます。

　　　　　五十嵐博宣 幹事
　会員の皆様一年間本当にありが
とうございました。
　歴史ある三条ロータリークラブ
の幹事という大役が務まるか正直
不安でしたが、クラブの皆様方の
ご協力やご助言のおかげで一年間
務め上げることができました。

感謝申し上げます。
　幹事をお引き受けしたときより2.5年の間、様々な
事柄がありました
　大役を申し付けられ、お受けしたのもつかの間、
当時の会長予定者が諸事情により退任。そのことに
より歸山会長との二人三脚がはじまりました。
　さらにその後、SAA予定者が退会。急遽、歸山会
長と船越SAAのところにお願いにあがったのが思い
出されます。
　年度が始まる前のことですが感染症により家庭
会合は委員長だけ集まっていただいての開催、4ク
ラブ合同幹事会やPETS、地区協議会はオンライン
形式と、さまざまな場面において例年とは違う動き
を強いられました。
　新年度に入り直ぐガバナー補佐の事前訪問そして
次週にはガバナー公式訪問。感染症予防の観点から
オンラインによる公式訪問も打診されておりました
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7月のお祝い
◎会員誕生祝
　16日　近藤雄介さん
　24日　小林卓哉さん
　25日　渋谷政道さん

◎夫人誕生祝
　 2日　西山厚子さん　（徳芳さん）
　14日　小森谷理香さん（敦史さん）
　23日　金子裕子さん　（俊郎さん）
　26日　滝沢佳代さん　（亮さん）

◎100％出席賞
　14年　西山徳芳さん
　 7年　柳取崇之さん

ニコニコBOX
相場弘介さん、　 安達俊明さん、　 五十嵐晋三さん、
五十嵐博宣さん、 石倉政雄さん、　 石橋育於さん、
衛藤泰男さん、　 荻根澤隆雄さん、 小越憲泰さん、
落合孝夫さん、　 歸山　肇さん、　 菊池　渉さん、
小出子恵出さん、 小林吾郎さん、　 小林卓哉さん、
斎藤弘文さん、　 寒河江勝俊さん、 佐野勝榮さん、
渋谷政道さん、　 杉山幸英さん、　 関川　博さん、
高橋　司さん、　 滝沢　亮さん、　 外山浩玲さん、
中條克俊さん、　 中村和彦さん、　 中村信一さん、
梨本次郎さん、　 西山徳芳さん、　 野崎喜一郎さん、
野水靖之さん、　 長谷川徹さん、　 長谷川正実さん、
船越良則さん、　 松平隆行さん、　 松永一義さん、
松永隆夫さん、　 丸山行彦さん、　 柳取崇之さん、
山田富義さん、　 吉井直樹さん、　 若槻八十彦さん、
渡辺勝利さん、 　渡部　宏さん、　 渡辺良一さん
　「会長幹事慰労会」を迎えて

　　　　　　　　　　　6月2 2日分　￥    45,000
　　　　　　　  　　　　今 年 度 累 計　￥1,129,000

　　次々週例会　 7月20日　　　「外部卓話」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　NPO法人燕三条「エラールピアノ」
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　推進委員会 理事長　永桶康子 様

　　次 週 例 会　 7月13日　　　「外部卓話」
 　　　　　　　　　　　　　　　　　三条商工会議所 主幹　木村文夫 様


